
はたちの記念写真を残したいお客様
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▲
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当店駐車場
公園

東小学校

郵便局

駅前通り商店会

焼津駅前
整形外科

薮
崎
新
聞
店

肉
の
石
割
さ
ん

東海
道本
線

静岡
▶

焼
津
駅
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▲焼津インター

い
ち
ょ
う
通
り

小石川

県
道
4
1
6
号
（
旧
国
道
1
5
0
号
線
）

貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

駐車場15台完備

すべてのプランのお問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

振袖のお下見については
完全予約制です｡

15.4万円～
8.8万円～

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン

②振袖レンタルプラン②振袖レンタルプラン

①振袖ご購入プラン①振袖ご購入プラン

丸洗い丸洗い
小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付

（税込）

（税込）

4,400円～（税込）

早い予約がゼッタイお得！
今ならご希望の時間にはたちのつどいのお支度予約ができます。

2025年・2026年にはたち
のつどいを迎えるお嬢様・ご家族様

①～④のプラン

6/30日
まで

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が選ばれるポイント
ご試着体験は 1日5組様限定!

お下見もちろんOKです！ お気軽にご来店下さい！

振袖コーディネート

無料ご試着体験会

3,800円～（税込）

ゆかたを着て
花火大会・お祭りへ行こう!

ゆかたシーズン到来!ゆかたシーズン到来!

ゆかた大セール市開催

着付けご相談下さい。
（浴衣ご購入のお客様、営業時間内に限ります）

絞り、ブランド、綿絽、綿紅梅、長板中形、
竺仙、プレタ、子供ゆかた など
多様なゆかたが勢揃い!

本決算振袖フェア

期間中に

のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

期間中に

のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

親娘でご来場・お衣装お見積り親娘でご来場・お衣装お見積り
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焼
津
市
と
の
出
会
い

　

焼
津
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
運
営

管
理
、
艦
長
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
東
京
都
出
身
の
私
は
、
焼
津

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
る
こ
と
で
焼
津
市
と
出

会
い
、
そ
の
温
か
い
人
柄
に
惹
か

れ
、
現
在
は
焼
津
市
に
住
ん
で
い

ま
す
。
焼
津
の
魅
力
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
人
情
味
。
多
く
の
方
が

焼
津
を
愛
し
、
誇
り
に
思
っ
て
い

る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
今

で
は
私
も
す
っ
か
り
焼
津
市
民
の

一
員
と
な
り
、
こ
の
温
か
い
街
で

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
知
り

志
太物

語
焼
津
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：

人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

　

焼
津
旧
港
の
遊
休
施
設
を
再

生
し
た
「
焼
津
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
」
は
、
地
域
活
性
化
と
課

題
解
決
に
取
り
組
む
拠
点
で
す
。

市
内
外
か
ら
集
結
し
た
メ
ン
バ

ー
が
力
を
合
わ
せ
、
人
と
人
を

つ
な
ぎ
、
未
来
を
築
く
仕
組
み

づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
艦

長
と
し
て
、
人
と
人
を
繋
げ
る

た
め
、
す
で
に
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
に
い
る
方
た
ち
や
、
市
外
の

方
た
ち
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
担
う
若
者
た
ち
を
繋

い
で
、
よ
り
良
い
物
、
事
を
作

り
上
げ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

５
月
に
サ
ウ
ナ
や
ホ
テ
ル
の
オ

ー
プ
ン
で
、
施
設
は
さ
ら
に
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
だ
け
で
な
く
、
読
書
、
芝

生
で
の
ん
び
り
、
サ
ウ
ナ
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
自
分
な
り
の

楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
焼
津
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

を
通
し
て
、
人
と
の
繋
が
り
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
だ
け
の
関
係
は
、
す
ぐ
に

途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
出
会
っ
た
の
に
、

も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
こ
そ
、
最
初
か
ら
友
人
や
個

人
と
し
て
繋
が
り
、
色
眼
鏡
を

外
し
て
、
人
と
し
て
向
き
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

焼
津
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、
や

っ
て
み
た
い
、
挑
戦
し
た
い
、
そ

ん
な
人
た
ち
が
人
と
し
て
繋
が

り
、
自
由
な
発
想
の
も
と
で
夢

を
実
現
で
き
る
場
で
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、焼
津
を
笑
顔
で
包
み
込
む

人
と
し
て
か
か
わ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク「
岡
出
山
小
路
」

志
太
新
名
物
探
訪

　

二
〇
二
四
年
三
月
、
藤

枝
旧
市
街
地
に
誕
生
し
た

「
岡
出
山
小
路
」
は
、「
歴

史
・
文
化
」
と
「
緑
」
が

調
和
し
た
、
持
続
可
能
な

文
化
交
流
・
生
活
拠
点
を

目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
で
す
。

　

蓮
華
寺
池
公
園
と
岡
出

山
公
園
を
結
ぶ
「
ふ
じ
え

だ
花
回
廊
」
の
新
た
な
花
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
を
集

め
、
日
本
遺
産
で
あ
る
東
海
道

の
構
成
文
化
財
や
神
社
仏
閣
な

ど
の
歴
史
文
化
資
源
や
、
四
季

折
々
の
花
が
咲
き
誇
る
花
と
緑

あ
ふ
れ
る
空
間
を
散
策
す
る
こ

と
で
、
藤
枝
の
今
と
昔
に
触
れ

ら
れ
ま
す
。

　
「
歴
史
・
文
化
」
と
「
緑
」、

そ
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

高高た

か

た

か

谷谷た

に

た

に  

正正ま

さ

ま

さ

道道み

ち

み

ち

株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
ホ
テ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

焼
津
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
艦
長

〈
酒
井
忠た

だ

利と
し

〉 

関
ヶ
原
合
戦
後
、

慶け
い
ち
ょ
う長

六
年
（
一
六
〇
一
）、
田

中
藩
主
に
一
万
石
で
酒
井
忠
利

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
忠
利

は
在
任
中
、
瀬
古
村
（
藤
枝

市
瀬
古
）
の
観か

ん
の
ん
じ

音
寺
境
内
に

秋あ
き
は
ご
ん
げ
ん

葉
権
現
を
勧か

ん
じ
ょ
う請

、
父
正ま

さ
ち
か親

の

菩
提
を
弔
う
源げ

ん
し
ょ
う
じ

昌
寺
（
藤
枝
市

大
手
）
を
建
て
、
下
伝
馬
町
を

置
く
な
ど
城
下
町
発
展
に
努
め

ま
し
た
。
そ
の
後
三
万
七
千
石

に
加
増
さ
れ
、
幕
府
年と

し
よ
り寄

と
し

て
幕
政
に
参
加
し
ま
し
た
。

〈
松
平
忠た

だ
し
げ重
〉 

忠
利
の
後
、
田

中
藩
は
幕
府
領
と
な
り
、
慶

長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
か

ら
元げ

ん
な和

四
年
（
一
六
一
八
） 

ま

で
徳
川
頼よ

り
の
ぶ宣

が
、
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
か
ら
同
八
年
ま

で
徳
川
忠た

だ
な
が長

が
駿
河
国
を
領
有

し
、
田
中
城
は
支し

じ
ょ
う城

と
な
り
ま

し
た
。
頼
宣
時
代
の
元
和
二
年

（
一
六
一
六
） 

正
月
、
家
康
は
鷹

狩
で
田
中
城
へ
立
ち
寄
り
、
鯛

の
天
ぷ
ら
を
食
べ
過
ぎ
体
調
を

二
百
四
十
三
年
で
二
十
一
代

藩
主
不
在
の
二
十
四
年
間
も

崩
し
、
駿
府
へ
帰
城
後
の
四
月

十
七
日
に
死
去
し
ま
し
た
。

　

再
び
田
中
藩
が
置
か
れ
た
の

は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）。

松
平
忠
重
が
一
万
石
加
増
さ
れ

二
万
五
千
石
で
任
命
さ
れ
た
時

で
す
。
翌
十
一
年
に
上

じ
ょ
う
ら
く洛

中
の

将
軍
家
光
が
田
中
城
へ
渡と

ぎ
ょ御

し

た
際
、
忠
重
は
国く

に
つ
ぐ次

の
脇わ

き
ざ
し差

と
銀ぎ

ん

子こ

を
拝
領
。
家
光
は
帰
途

に
も
立
ち
寄
り
、
忠
重
に
五
千

歴
代 

田
中
藩
主
物
語 

❶
石
加
増
、
寛
永
十
二
年
に
も
、

一
万
石
加
増
さ
れ
、
掛
川
城
へ

四
万
石
で
転て

ん
ぽ
う封

と
な
り
ま
し
た
。

〈
水
野
忠た

だ
よ
し善

〉 

次
に
田
中
藩
主
と

な
っ
た
の
が
、
水
野
忠
善
で
す
。

三
万
五
千
石
か
ら
一
万
石
加
増

さ
れ
、寛
永
十
二
年（
一
六
三
五
）

に
四
万
五
千
石
で
田
中
藩
主
に
。

ま
た
、
寛
永
十
五
年
に
駿
府
城

修
築
助
役
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同

十
九
年
に
三
河
国
吉
田
（
愛
知

県
豊
橋
市
）へ
転
封
さ
れ
ま
し
た
。

〈
松
平
忠た

だ
は
る晴

〉 

寛
永
十
九
年

（
一
六
四
二
） 

、
二
万
五
千
石

で
田
中
藩
主
に
任
命
さ
れ
た
忠

晴
は
、
鷹
狩
り
で
兵
太
夫
を
訪

れ
た
時
、
大
井
川
の
洪
水
で
寺

が
無
い
こ
と
を
知
り
、
土
地
を

与
え
、
栄え

い
し
ょ
う
じ

昌
寺
の
建
立
を
命
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
正

し
ょ
う
ほ
う保
元
年

（
一
六
四
四
）
五
千
石
加
増
さ

れ
掛
川
城
へ
転
封
し
ま
し
た
。

〈
北
条
氏う

じ
し
げ重
〉 

正
保
元
年
、
北

条
氏
重
が
五
千
石
加
増
さ
れ

二
万
五
千
石
で
田
中
城
主
と

な
り
ま
す
。
氏
重
は
元
和
八

年
（
一
六
二
二
）
に
遠
江
国

横
須
賀
城
番
を
、
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
に
田
中
城
番
を

勤
め
た
こ
と
も
あ
り
、
四
年
後

の
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に

五
千
石
加
増
さ
れ
掛
川
城
へ
転

封
し
ま
し
た
。

〈
西
尾
忠た

だ
て
る照

・
忠た

だ
な
り成

〉 

次
の
藩

主
は
西
尾
忠
照
で
、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
に
五
千
石
加
増

さ
れ
二
万
五
千
石
で
任
命
。
承

じ
ょ
う

応お
う

三
年
（
一
六
五
四
）
に
四
二

歳
で
死
去
し
、
二
歳
の
忠
成
が
、

ま
ず
二
万
石
を
継
ぎ
、
叔
父

の
忠た

だ
と
も知
に
五
千
石
が
与
え
ら
れ
、

忠
知
の
死
後
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

の
ち
、
延え

ん
ぽ
う宝
七
年
（
一
六
七
九
）

に
信
濃
国
小
諸
（
長
野
県
小
諸

市
）
へ
所
替
え
と
な
り
ま
し
た
。

（
小
嶋
良
之
）

▲観音寺の秋葉権現

▲源昌寺

▲栄昌寺

◆歴代田中藩主一覧表◆
藩主名 在任期間 年数

１ 酒井忠利 1601～1609 ８
２ 松平忠重 1633～1635 ２
３ 水野忠善 1635～1642 ７
４ 松平忠晴 1642～1644 ２
５ 北条氏重 1644～1648 ４
６ 西尾忠照 1649～1654 ４
７ 西尾忠成 1654～1679 25
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環境フェスタ
“もったいない”2024 in ふじえだ
環境フェスタ

“もったいない”2024 in ふじえだ

消費者フェア2024消費者フェア2024
～持続可能な社会の実現を目指して、

生物多様性を保全しよう～
～持続可能な社会の実現を目指して、

生物多様性を保全しよう～

2024

10：00～14：00
駅南通り・BiViキャン（BiVi藤枝1階）

雨天決行6/1土
P北口

至 静岡至 島田

オーレ藤枝

BiVi藤枝 駅南通り

南口

藤枝駅

日常生活に
役立つ

情報の展示
や

魅力的なコ
ーナーが

いっぱい！

家族で
楽しみながら環境行動を体験しよう！

ステージ
イベント

人形劇や音楽など楽しい内容
盛りだくさん！

オープニング
セレモニー10：00～

公共交通機関または会場周辺の有料駐車場（市営藤枝駅北口駐車場など）
をご利用ください。ただし、混雑が予想されますのでご了承ください。

イベント専用の駐車場はございません

災害等により中止又は時間を短縮する可能性があります。 

※雨天時は、BiViキャンのみで実施します。

“もったいない”スタンプラリー
会場内のスタンプをすべて集めて、家庭でエコ生活を
実践する「もったいないエコファミリー宣言」に記入しよう。

イベントの詳細はコチラから▶イベントの詳細はコチラから▶

もったいないエコファミリー宣言は、「CO2排出量を減らそう」「ごみを減らそう」「自然を守ろう」
「地球温暖化対策に取り組もう」を目標に、家族みんなで地球にやさしい生活をめざす宣言のこと
です。 

形が整っていなかったり大きすぎる野菜は、出荷用の箱
や袋に入らない、店頭に並べることができないなどの理
由で捨てられてしまうことがあり、とても 「もったいない」
ので、規格外の野菜をスタンプラリーの景品にしました。

地元で採れた

（500個限定）
プレゼント！！

規格外野菜

主　　催：藤枝市・藤枝市もったいない運動推進委員会・消費者フェア実行委員会　
お問合せ：藤枝市環境政策課  TEL054-643-3183・藤枝市消費生活センター  TEL054-643-3345

（協力：JA大井川女性部藤枝ブロック）

藤枝市は、令和6年1月30日に
デコ活宣言を行い、2050年
カーボンニュートラルの実現
に向けて取り組んでいます。 
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食べる、泊まる、働く。
新たな焼津に出会う場所

焼津の特産を使い、
長期保存可能な
レトルトパックや
缶詰商品を展開！

詳細は、
HPをご覧ください

港を一望できる、
絶景サウナが
オープン！

焼津を盛り上げるべく、焼津市内から集まった
14事業者による『やいづキャンプ飯』。
焼津の特産を使い、長期保存可能なレト
ルトパックや缶詰商品を展開しています。
どれも常温保存なのでアウトドアでの長
時間の持ち運びも安心！
また長期保存可能なのでキャンプだけで
なく、防災備蓄用としても重宝します。
店舗ではそんな商品を使った美味しいア
レンジメニューも販売中！

“お米そのもののおいしさを地元焼津の特
産と一緒に味わう”をコンセプトに、看
板メニューである削りたてかつお節か
け放題 "のおむすびを中心に、かつ
お茶漬け、お団子など様々なお米の
味わい方を展開中です。
山福水産が加工現場で発生するかつ
お・まぐろの不可食部が原料の肥料を
使い、環境に優しい農法で育てたお米を
使っています。

サウナ好きの魚屋が、温度・湿度・水風呂に
こだわり、究極のととのいを目指した至福の
サウナです。
サウナ室、ととのいエリアからは、焼津港を
見渡せます。
しっかりととのった後は、併設のKitchen
で海鮮サ飯を。
港町の焼津に、本場フィンランドのサウナの
ぬくもりをお届けします。
※サウナは男性専用、飲食エリアは性別関係
なくご利用いただけます。Ｃｏｍｉｎｇ　ｓｏｏｎ

　令和６年5月3日に第二期オープンを

迎えました。去年７月のオープン以降

これまでフードコートやコワーキングス

ペースなど３種類のサービスが提供さ

れていました。第二期オープンでは新

たにサウナやコミュニティースペース、

宿泊施設が開業。

　焼津PORTERSは、焼津市の内港

沿いに位置する古い漁具倉庫をリノベー

ションし、気軽に作業できるコワーキ

ングスペース、焼津のおいしい食事が

楽しめるフードコートのほか、あらたに

市内外の様々な人の交流拠点となるコ

ミュニティスペース、こだわりのたくさ

ん詰まったサウナ、そして港を目の前

に宿泊できるホテルルームを備えた複

合施設です。

　今後も様々なショップやフードエリ

アをさらに充実させていく予定です。

焼津の魅力を
詰め込んだ、
海のめぐみたっぷりな
お米をたのしむお店。

中公園

瀬
戸
川

セブンイレブンセブンイレブン

焼津高等学校

焼津駅
東海道本線

静岡
→

県道
416
号

漁船員テニス場

焼津漁具センター

駐車場●

●

●

●

パンとジェラートをコラボレーション
したオリジナル商品を販売中！
他では食べられない、安倍川もち味を
始め季節限定フレーバーなど全制覇し
たくなること間違いなし！
ジェラート以外にもコーヒーやスムー
ジーといったドリンク商品もあります。
季節限定メニューも要チェック！

地元で愛される大人気パン屋運営の
パンとジェラートを中心としたカフェ



月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの好きな日本の城は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メール、二次元
バーコードでお願いします。

２，あなたのお名前、郵便番号、
ご住所、電話番号、年代、職
業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼント
の発送をもって代えさせて頂
きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えは林叟もしくは信香でした。

◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　6月5日㊌
（当日消印有効）ＦＡＸ・メール・二次元バーコード必着

寛永十年に田中藩主に任命されたのは？

　松平〇〇（漢字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中か
ら抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D
不可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図
書カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情報は、
本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外で使用すること
はありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

答えが複数あるクイズだったことをお詫び申し上げます。

二次元バーコードでも
応募可能になりました。

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

55
読
者
の
声

読
者
の
声
よ
り
よ
り

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
欲
し
い
情
報
や
楽
し
め
る
案

内
ま
で
幅
広
く
載
せ
て
く
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

実
際
に
そ
の
店
に
行
っ
て
み
た
り
し
て
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

●
長
谷
川
平
蔵
の
記
事
を
家
族
で
「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
〜
」
と
盛
り
上
が

り
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
改
め
て
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
歴
史
や

関
係
を
学
べ
て
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

●
先
日
初
め
て
応
募
し
て
み
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た

り
今
日
届
き
ま
し
た
！
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

●
お
店
の
お
い
し
さ
、
持
ち
帰
り
は
、
ど
れ
も
み
ん
な
お
い
し
そ
う
で
全

部
食
べ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

●
身
近
な
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
人
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
励

ま
さ
れ
ま
す
。

●
志
太
そ
こ
知
り
と
バ
ト
ン
リ
レ
ー
は
志
太
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
の
中

で
よ
く
続
く
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
大
変
で
し
ょ
う
が
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

●
里
帰
り
中
で
久
し
ぶ
り
に
む
る
ぶ
さ
ん
に
投
稿
し
ま
し
た
。
変
わ
ら
ず
、

地
元
民
で
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
知
識
や
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
し
て
く
れ
て
い

て
嬉
し
い
で
す
。
い
る
間
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
こ
の
間
は
、
図
書
カ
ー
ド
を
送
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
早
速
、
本
屋
様
に
行
き
、
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
志
太
地
区
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
等
の
発
信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
！

●
ク
イ
ズ
の
回
答
で
漢
字
の
難
し
い
も
の
は
や
め
て
ほ
し
い
。
文
字
が
探
せ

な
い
の
で
お
寺
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
貼
り
付
け
た
。

●
大
旅
籠
柏
屋
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
お
風
呂
の
歴
史
探
検
棟
」は
ぜ
ひ
行
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●
毎
月
の
予
定
表
（
カ
レ
ン
ダ
ー
）
／
休
日
緊
急
医
イ
ベ
ン
ト
な
ど
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
鬼
平
犯
科
帳
は
Ｔ
Ｖ
で
見
て
ま
し
た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
が
鬼
平

の
先
祖
と
は
、
知
ら
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
有
名
人
の
先
祖
が
ま
つ
ら

れ
て
あ
る
と
自
慢
し
た
く
な
り
ま
す
。

●
藤
枝
・
焼
津
の
知
ら
な
い
お
店
が
知
れ
る
の
で
毎
月
楽
し
み
で
す
。

●
ま
た
時
代
劇
と
関
係
の
あ
る
志
太
地
域
の
人
物
が
い
れ
ば
紹
介
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

●
今
回
の
「
バ
ト
ン
リ
レ
ー
志
太
」
の
よ
う
に
サ
イ
ダ
鉄
工
な
ど
、
地
域

に
長
く
根
づ
く
い
い
会
社
の
紹
介
も
し
て
ほ
し
い
で
す
。
今
の
地
域
の

歴
史
に
か
か
わ
る
た
め
知
り
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
「
む
る
ぶ
」
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
情
報
誌
は
読
む
の
好
き
な
の
で
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
も
っ
と

配
布
箇
所
を
増
や
し
て
貰
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

●
藤
枝
、
焼
津
、
島
田
近
辺
の
安
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
パ
ス
タ

の
お
い
し
い
店
を
特
集
し
て
ほ
し
い
。

●
林
叟
院
が
読
め
な
く
て
色
々
検
索
し
た
ら
、
こ
ち
ら
で
は
座
禅
が
体
験

で
き
る
と
書
い
て
あ
り
、
な
か
な
か
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
が
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

●
毎
回
『
志
太
そ
こ
知
り
物
語
』
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
色
々
な
歴
史

が
知
れ
て
、
楽
し
い
で
す
。

●
藤
枝
や
焼
津
に
長
谷
川
平
蔵
に
関
係
す
る
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に

ビ
ッ
ク
リ
し
て
少
し
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。見
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

●
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
種
類
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

★
む
る
ぶ
の
読
者
の
声
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
む
る
ぶ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想

月
号
月
号

むるぶの広告のご案内
　むるぶでは、広告をお手軽な価格でご提供しています。たとえば、この
広告枠は、２段１／２の大きさで、広告料金は４６,２００円となっていま
す。その他の料金（税込価格）は以下の通りです。制作費は別途です。

詳細は、むるぶのホームページの左側にある「むるぶ広告媒体資料」
をクリックしてご覧ください。お申し込みは、藤枝江﨑新聞店、または
共立アイコムにご相談ください。

２段１／２ 46,200円 ２段 79,200円

２段（８面） 94,600円 ３段 105,600円

３段１／２ 59,400円 ３段（１面） 126,500円

編 集長 後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Face b o o k

先日、 孫に 「柏餅はなぜ葉っぱに包んであるの ？」 と聞
かれ、 答えに詰まってしまいました。 すぐにネットで検索
すると、 「柏の木は新芽が育つまで古い葉が落ちないと
いう特徴があるため、子孫繁栄の象徴である。」 とわかり
ました。 餅を包んだ柏の葉が兜の形に似ていることから、
男児のお祝いにふさわしいとされたそうです。(石間健司)
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6月の休日緊急医

小児科
・

5

2日（日）

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
�641･0651

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

9日（日）

〈内〉水上内科
クリニック（高柳二）

�634･1200
〈小〉田熊こども
クリニック（瀬古二）

�647･5225

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

〈内〉井澤内科
クリニック（本町二）

�644･5566

16日（日）

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311

〈小〉小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

〈内〉もちづき呼吸器
内科クリニック（藤岡二）

�641･6288

23日（日）

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
〈内〉藤枝駅前
クリニック（駅前一）

�645･5545

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

30日（日）

〈小〉すずき小児科
医院（青葉町五）
�636･3360

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230

〈内〉聖稜リハビリ
テーション病院（宮原）

�639･0112

2日（日）

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000
〈精〉心のクリニック

（駅前一）
�644･2928

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

滝本歯科口腔外科
クリニック（五十海四）

�647･6600

9日（日）

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）

�645･3387

桜デンタルクリニック
（平島）

�643･1188

16日（日）

岡本石井病院
（焼津市小川新町五）

�627･5585

あきやま歯科クリニック
（小石川町一）
�641･7020

23日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749
〈産・婦〉鈴木レディース
クリニック（大洲四）
�636･5511
はせがわ歯科
（益津下）
�647･2500

30日（日）

藤枝あおば
耳鼻咽喉科（末広一）

�634･1331

松下歯科オーラル
クリニック（高岡三）

�636･1291


